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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

授業方法を工夫することにより、各自の授業力向
上や授業改善に努める。

相互授業参観

授業改善につながるよう生徒向け授業アンケート
を工夫し、実施する。

授業アンケートの実施

生活体験文や生徒会誌「青雲」の作成に全校体制
で取り組み、生徒の国語力を向上させる。

校内生活体験文発表
会、生徒会誌「青雲」

進路希望別にハローワーク、専門学校、大学等を
訪問する機会を設け、進路意識の向上をはかる。

生徒アンケート

進路ガイダンスや進路講話、職業体験、企業見学
等を実施する。

生徒アンケートまたは
感想文

ハローワークと連携した作文・面接指導を実施する
と同時に、個別の指導体制を確立し、進路実現を
はかる。

就職･推薦入試実績

総体・教育祭等の校外行事、生徒会行事、社会体
験などを通じて、豊かな社会性、人間性の醸成に
努める。

生徒アンケートまたは
感想文

地域の芸術・伝統文化に親しむ機会を設ける。 生徒アンケートまたは
感想文

挨拶運動等を通し良好な人間関係構築のためのコ
ミュニケーション能力を身に付ける。

生徒アンケート

進路講話や学園祭など保護者の学校参加の機会
を設け、学校理解に生かしていく。

保護者アンケートの実
施

学園祭等を地域・保護者への公開の場として活用
し、生徒の取り組みの様子を伝えていく。

保護者アンケートの実
施

ホームページ及び学校通信を充実させ、内容の濃
い、より良い情報を発信する。

通信の発行やホーム
ページの更新

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

・定通総体は選手としての参加意欲を向
上させ、陸上で全国大会出場権を獲得す
るなどの成果をあげた。
・切子、凧作り、竹細工などのものづくり
や生活体験発表を通じて、生徒が身に見
える達成感を味わい、自己を肯定するよ
い機会となっており、本校の重要な教育
の柱となっている。

学校ブログは逐次更新し、巨摩定通信は
毎月発行してきた。保護者からの肯定的
回答は８３％となって、生徒の理解に役
立っている。ブログは生徒からは既知の
情報が多いが、保護者への認知度のアッ
プも含めて、今後も有益な情報を提供し、
家庭での会話のきっかけとなるよう、情報
発信に努めていきたい。

5

3

多種多様な体験学習を展開して、生徒
の生きる力やコミュニケーション能力を
育成する。

4

保護者、地域に積極的に学校情報を
発信し、理解を得る。

1

2

キャリア教育を充実させ、個に応じた
進路指導を展開する。

・ハローワークや専門学校訪問、工場見
学会を実施し、生徒が進路目標を実感で
きるような機会の提供に努め、生徒からも
高い評価を得た。
・生徒や保護者のアンケート結果でも、進
路支援などに対しては評価を得ており、
キャリア教育の推進をある程度図ること
ができた。

学ぶ意欲を育てるように授業を工夫
し、基礎学力を身につけさせる。

7

・生徒の実態や希望に即した見学先
を考えていく必要があると感じてい
る。・就職を自分自身のこととして早
く考えられるよう、ハローワークとの
連携を強化し企業訪問や講話を増
やすことで、就職支援を進めていき
たい。・保護者にも進路情報を提供
し、生徒の自己実現の一助とした
い。

自己評価結果

・生徒の活動を重視した授業展開やICT
の活用などを通して授業改善を進め、ま
たこの評価をもとに、授業改善やパート展
開を変えすぐ柔軟に対応した。・保護者の
学習への取り組みに対する肯定的評価
が昨年より上がった。・生活体験文や生
徒会誌への文章作成は生徒全員が完成
させ、生活の振り返りや見直しに役立てる
ことができた。

B

A

C

B

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

評価

年度末評価（３月２０日現在）

１　学ぶ意欲を育てるように授業を工夫し、基礎学力を身につけさせる。

・学習意欲や理解力に差があり、少
人数ながらも学力差の大きい集団
になっている。生徒が学習へ向かう
姿勢を重視した授業改善に取り組
みたい。・生活体験文は全員が発表
する場を設けている。生徒の評価も
高く、発表への取組態度・意欲な
ど、一層充実させたいと考えてい
る。

２　キャリア教育を充実させ、個に応じた進路指導を展開する。

３　多種多様な体験学習を展開して、生徒の生きる力やコミュニケーション能力を育成する。

・学園祭などで、生徒が自ら考え実
践し、粘り強く取り組む姿勢が見ら
れた。今後も生徒自身が自ら係わ
り、進めていく活動を定着させた
い。・伝統工芸作品作りは生徒に
とって貴重な体験になっている。今
後も地域を知る活動などを継続して
充実を図っていきたい。

保護者のブログ閲覧や学校の様子
や情報が伝わっているかについて
の評価は、昨年より増加した。巨摩
定ブログは今年も閲覧回数は１万を
超え、「巨摩定の今」を広く発信して
いる。また、地域学習を通して地域
と交流するなど、今後も開かれた学
校として情報提供・交流に努めてい
きたい。

健康で、明るく、思いやりのある心の温かい生徒を育成する 山梨県立巨摩高等学校校長　　　横森　伸司

学校関係者評価

実施日　（令和２年２月１２日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

４　保護者、地域に積極的に学校情報を発信し、理解を得る。

3

3

4

3

6

・生徒はものづくりや発表といった自ら行動することにやりがいや自
己の成長を感じている。今後も創意工夫を重ねていただきたい。
・生徒の文章を読み、苦労を抱えながら前向きに学校生活を送り、
仕事を通して成長する姿が伝わりました。相当充実した成長を実感
しているのだと思います。
・生徒の気持ちに寄り添って支援している様子がわかりました。充
実した学校生活が社会に向かう力になっていると思いました。

・生徒アンケートから、ブログなどは生徒の半数も閲覧してはいない
が、保護者は多く閲覧している。子供の情報を得る手段として活用
されており、教職員の努力が報われている。

・保護者アンケートから、１０項目中８項目にわたって８割以上の保
護者が定時制の教育活動を肯定的にとらえており、これからも自信
をもって取り組んでいただきたい。
・学習については、個々に対応していることが分かってよかった。ど
の項目も保護者の理解が得られている。
・先生方の工夫、努力に保護者が感謝していることが窺われる。

・福祉や技能面の資格が取れるようにしてもらいたい。
・様々なモノを背負って定時制に進学した生徒も、自己の確立、人
間関係形成能力、社会への眼、連帯の大切さなど、きめ細やかに
指導していることに敬意を表します。


